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『会長挨拶』 

一般社団法人岐阜県損害保険代理業協会   えんどう  よしかつ 

会長 遠藤 昌克 
 

今年２月に始まった豪華クルーズ船「ダイヤモンド・プリンセス」の新型コロ 

ナウイルス集団感染からあっという間に１０カ月。感染は増減を繰り返す波の中、 

1 年近く続いており、ヨーロッパやアメリカをはじめ世界中で第２波、第３波が 

押し寄せています。日本国内でもこのところ 1 日の感染者数が過去最大！という 

都道府県名が毎日のように発表され、間違いなく日本も第３波に入っていること 

が日増しにはっきりしてきました。第３波では、クラスターが多様化し、対応が 

難しくなってきており、今後、医療機関や高齢者施設などを巻き込んで、さらに 

大きなクラスターに発展するおそれもあるとの報道もあります。これから冬に向 

かうと次第に気温が下がり換気がおろそかになり、さらに感染者が増えるのでは 

と懸念します。感染が続き、疲れや緩みが出た人もいると思われますが、そのう 

えでこれ以上逼迫した状況にならないように、今一度、感染リスクを避ける行動を取る必要があり、３密

を避け、マスクの着用や消毒、換気といった基本的な感染対策を続けていただきたいと思います。 

皆様の日々の業務におかれましても、在宅勤務やテレワークの利用も考える時期がまた来ていると思い

ます。私の事務所もいよいよ４月に続き２回目の在宅勤務を開始いたします。２チームに分け、出勤は一

日おきにどちらかのチームが対応し、万が一の際に片方のチームが業務出来るようにいたします。お客様

や社員同士で、うつらない、うつさないよう可能な範囲での工夫が必要かと思います。 

これからの冬がコロナ感染に対しての正念場です。ワクチン開発の良い情報もありますが、一人ひとり再

度感染予防に徹してコロナに負けないよう頑張りましょう。 

 さて、代協活動ですが、今年で１０回目を迎えます日本損害保険協会 岐阜損保会と岐阜県代協との懇

談会を開催いたしました。コロナ禍の影響で開催が延期されておりましたが、ようやく開催の運びとなり

ました。この懇親会では日本損害保険協会の皆様に代協活動をご理解いただき、ご支援ご協力のお願いを

いたしております。開催するにあたりコロナ対策として密にならない様、各テーブルのアクリル板の設置、

マスク、アルコ－ル消毒の準備等感染予防に努めながら開催いたしました。開催にむけご尽力をいただき

ましたこと大変感謝いたしております。ありがとうございました。 

また、今年の活動５つの重点項目ですが、仲間づくりについては未加入の代理店に様々な情報を基に引

き続き、組織委員会の皆様と共に地道な声かけをお願いいたします。ＣＳＲ委員会では「ぼうさい探検隊」

２件ご応募いただきました。コロナ禍の活動となりましたが、ご協力ありがとうございました。 

教育委員会では学校教育としての『出前授業』も畦地前会長が講師となり、大垣市江並中学校で開催され

ました。さらに１２月１日より損害保険トータルプランナーの募集も始まります。日本代協アカデミー登

録も少しですが増えました。目標まではまだまだですので併せて皆様のご協力をお願いいたします。 

各委員会ともにＷｅｂ利用しての委員会開催など、今できることをできる範囲内で活動しておりますので 

今後も皆様のご協力をお願いいたします。 

１ｐ・・会長挨拶／目次            ８ｐ・・中さんの保険諸国慢遊記（175）  ① 
２ｐ・・スケジュール／事務局より       ９ｐ・・   保険ジャーナリスト    ② 
３ｐ・・支部活動報告①           １０ｐ・・         中﨑章夫     ③ 
４ｐ・・支部活動報告②           １１ｐ・・『街道シリーズ』（美濃路その 11）  松尾 一 
５ｐ・・委員会報告①            １２ｐ・・提携事業者広告掲載① 
６ｐ・・会員投稿              １３ｐ・・提携事業者広告掲載② 
７ｐ・・代理店紹介                   １４ｐ・・提携事業者広告掲載③ 
                                       １５ｐ・・委員会報告②／編集後記 
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 ～ 教育委員会＆事務局より ～ 

★２０２０年１２月２２日（火） に２０２０年度第Ⅲ期の会費を、ご指定口座より 

  振り替えさせていただきます。  

政治連盟にご加入の会員の方は併せて振り替えさせていただきますので 

よろしくお願い申し上げます。   

 （ご不明な点は、県代協事務局までお尋ね下さい。）  

                                   

★損害保険大学課程 コンサルティングコース（2021 年 4 月～2022 年 3 月コース) 申込受付がはじまります。   

（申込受付期間 2020年 12月 1日～2021年 2月 12日） 

「損害保険大学課程 専門コース」の認定取得者が同コースで習得した知識を踏まえ、お客様のニーズに 

応じたコンサルティングを行うことができるように、より実践的な業務スキルを習得するためのコースです。 

ぜひ皆様の受講をお願いいたします。 

概要は日本損害保険協会ホームページ「損保代理店試験サイト（http://www.sonpo-dairiten.jp/）より 

ご確認いただけます。 または岐阜県代協教育委員、事務局までご連絡いただければ、教育プログラム 

募集要項をお送りいたします。 

 

岐阜県代協事務局  

TEL ： ０５８－３２９－００５０  

FAX ： ０５８－３２９－００４０ 

Ｅメールアドレス ： gfdaikyo@opal.ocn.ne.jp    （担当：小川百合子） 

 

 

～ ス ケ ジ ュ ー ル ～ 
 

 

  

 

日付 主催 行事・議題・内容など 開催場所 

１０ １３ 火 中濃 例会（１０：３０～） 太田交流センター 

 １３ 火 飛騨 例会（１１：３０～） ひだホテル（来来飯店） 

 ２８ 水 教育 出前講座（１４：００～） 大垣市立江並中学 

 ２９ 木 県代協 三役会（１３：３０～） 県代協事務局 

１１ ４ 水 西濃 例会（１１：３０～） 五右衛門 

 １０ 火 中濃 例会（１０：３０～） 太田交流センター 

 １０ 火 飛騨 例会（１１：３０～） ひだホテル（来来飯店） 

 １２ 木 教育 オンラインセミナー（１４：００～） Web配信 

 １２ 木 東濃 例会（１１：３０～） みわ屋 

 １６ 月 県代協 岐阜損保会懇談会（１８：００～） グランヴェール岐山 

 １７ 火 組織 委員会（１４：００～） Web会議 

 １９ 木 教育 委員会（１３：００～） 県代協事務局 

 ２０ 金 西濃 支部セミナー、懇親会（１７：００～） 大垣フォーラムホテル 

１２ ２ 水 県代協 理事会（１３：３０～） 瑞穂市総合センター 

 ２ 水 西濃 例会（中止）  

 ８ 火 中濃 例会（１０：３０～） 太田交流センター 

 ８ 火 飛騨 例会（１１：３０～） ひだホテル（来来飯店） 

 １０ 木 東濃 例会（１１：３０～） みわ屋 

 ２２ 火 県代協 【年会費振替】  

スケジュール/事務局より 

http://www.sonpo-dairiten.jp/


 

 

- 3 - 

 

 

 

【岐阜支部１１月活動報告】 

〇岐阜支部１１月役員会は開催いたしませんでした。 

次回役員会は１２月上旬 Ｗｅｂ予定の為、次回報告いたします。 

   

※次回役員会 ２０２０年 １２月上旬 web 会議予定 

 

【西濃支部１１月活動報告】                                             

〇西濃支部１１月例会報告 

開催日時 ： ２０２０年１１月 ４日（水）１１：３０～ 

開催場所 ： 大垣「五右衛門」 

参加者数  ： １３名 

報告者名 ： 中河 美智彦 

≪議題≫ 

①１１月２０日（金） 『西濃支部セミナー＆懇親会』開催について 

・大垣フォーラムホテルにて 講師：渡部弁護士 演題：弁護士業務の概要 

・セミナー終了後 同会場にて懇親会開（11/4 現在 ２０名（会員外含）参加予定） 

②11/12 オンラインセミナー参加依頼（11/4 現在 ３名）  

③委員会報告 

・企画環境・・「悪徳業者」不正請求について（注意喚起） 

・教育・・大垣江並中学校にて 出前講座開催報告 講師 畦地顧問     

・広報機関誌・・岐阜県代協 CM の岐阜 FM 放送への出演依頼について 

・ＣＳＲ・・地震保険普及キャンペーン中止に伴うノベルティ配布について 

・組織・・なかまづくり協力のお願い、10/21 東海ブロック会議報告、11/17 県委員会開催 

 

※次回例会 ２０２０年１２月 ２日（水）中止といたしますのでよろしくお願い申し上げます。 

   

【中濃支部１１月活動報告】 

 〇中濃支部１１月例会開催報告 

開催日時 ： ２０２０年１１月１０日（火）１０：３０～ 

開催場所 ： 太田交流センター 研修室 

参加者数  ： ７名 

報告者名 ： 丸野 博文 

≪議題≫ 

①委員会報告 

・企画環境・・提携事業者との懇親会は中止 

         不正募集の FAX 送信について 

         自動車、火災 不正情報提供依頼 

・教育・・11/12 オンラインセミナーについて 

       10/28 出前講座の実施について 

・広報機関誌・・トータルプランナーの中日新聞掲載について 

        新しい写真を早めにデータでお願いしたい 

・ＣＳＲ・・消費者団体との懇談会について 

・組織・・東海ブロック情報は次回報告 

②新年会開催について・・中止とする 

③その他情報交換   

 

※次回例会 ２０２０年１２月８日（火） １０：３０～ 太田交流センターにて 

支支部部活活動動報報告告 
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【東濃支部１１月活動報告】 

〇東濃支部１１月例会開催報告 

開催日時 ： ２０２０年１１月１２日（木） １１：３０～  

開催場所 ： みわ屋 

参加者数  ： ７名 

報告者名 ： 虎澤 省吾 

  

 ≪議題≫ 

 ①各委員会報告 

 ②代協新規会員入会促進について 

 ③情報交換 

 

※次回例会 ２０２０年１２月１０日（木） １１：３０～ みわ屋にて 

 

【飛騨支部１１月活動報告】 

 〇飛騨支部１１月例会開催報告 

 開催日時 ： ２０２０年１１月１０日（火）１１：３０～ 

開催場所 ： ひだホテルプラザ来来飯店 

参加者数  ： ７名 

報告者名 ： 馬場 浩之 

 

≪議題≫  

◎協議事項及び連絡事項 

①オンラインセミナー開催について（11/12 14：00～16：00） 

②委員会報告 

・企画環境・・提携事業者交流会の中止 

・広報・・ID カード作成推進について 

③支部役員忘年会について 

④日本代協コンベンション中止の連絡 

 

 ※次回例会 ２０２０年１２月８日（火） １１：３０～ ひだホテルプラザ来来飯店にて  

 

 

 

 

 

 

【ＣＳＲ委員会】 

 

  〇消費者団体情報交換開催について 

 ２０２０年１１月１８日（水）１３時３０分よりＯＫＢふれあい会館にて岐阜県環境生活部県民 

生活相談センターの皆様と情報交換会を開催いたし予定でしたが、新型コロナ感染拡大につき中止 

となりましたが、損害保険に関わる諸問題につき、ご意見・ご希望などございましたら県代協事務 

局または各支部ＣＳＲ委員までご連絡をお願い申し上げます。 

                                   （委員長 礒谷 宏） 

 

 

 

委員会報告 
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【教育委員会】 

★出前講座開催報告 

   開催日時 ： ２０２０年１０月２８日（水） 

第一部 １３：４５～、第２部 １４：４０～ 

開催場所 ： 大垣市立江並中学校 

参加者数  ： 第一部 １０名、第２部 １０名 

報告者名 ： 山田 秀一 

 

≪内容≫ 

・中学校での職業講和としての講座開催の中、 

保険代理店の仕事の概要説明の中、保険の 

大切さを説明した。 

 

 

★オンラインセミナー開催報告 

   開催日時 ： ２０２０年１１月１２日（木） 

   開催場所 ： Web 開催 

   参加者数  ： ４５名 

報告者名 ： 山田 秀一 

    

 ≪内容≫ 

MS&AD インターリスク総研株式会社 リスクマネジメント第四部 BCM コンサルタント  

藤田 亮氏がセミナー講師となり、新型コロナウイルス感染症における企業の対応事例等を 

交えながら、「感染症」に焦点を当てた BCP の策定ポイントについて解説されました。 

岐阜県代協会員４５名の受講があり、内会長、専務理事、教育副会長、教育委員長の４名は 

セミナー提供者の三井住友海上火災保険株式会社 岐阜支店にて受講いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員長 山田 秀一） 
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会員投稿記事 

『ウイズコロナ時代』 

 
最近のニュースや、雑誌のコラムなど、コロナ関連の情報が載っていないことがないほど、コロナとの密接な

かかわりの中で生活していかなければならないことに関する情報は多岐にわたっています。代協ニュースの記

事においても、コロナ禍での生活を基本とした投稿がほとんどです。 

 

GoTo が積極的に進められて、コロナと共に生きていかなくてはと考え始めたころ、大きな第３波が来てしま

いました。ある専門家が、これからは「感染者が増える⇒収束していく⇒また増える・・・」という流れを繰り返し

ていくのではないかという予想をされていました。 

 

また、これから寒くなるにつれインフルエンザも流行しだすでしょうし、運動不足、不摂生により体調を崩され

る方も増えてくると思います。健康が一番です。本当に気を付けなければいけない季節が到来しました。 

ですが、これからの生活様式が否応なしに変わっていかなければならない中、新しいことを始めよう、今まで敬

遠していたことでも取り組んでみようという前向きな方も多くいらっしゃるようです。 

 

自転車やオートバイの販売が非常に好調なのも、ラッシュの通勤電車を避けるためという事はもちろん、自

分の趣味や体力づくりと考えている方も多いのではないでしょうか。 

私の周りでも、自転車で琵琶湖一周にチャレンジする方がいらっしゃいました。かくいう私も、春から郵便局の

スーパーカブを下取り、レストア・改造して、土日は県内の自然豊かな場所を散策しております。 

キャンプグッズを持ち込んで昼食を作り、鳥の声を BGMに食べるだけの遊びですが、いわゆる 3密とは全く無

縁。とても安心して遊べる良い趣味を見つけたと思っています。 

 

今年の年末年始は、忘年会の中止や、人数を削減しての開催にする、実家への帰省を控えるなど、いつも

とは違う形でお過ごしになる方もいらっしゃると思います。ご自身でできる最大限の予防をして、みなさん健康

に過ごしましょう。 

                                           

  (投稿者 （株）ほけんの匠 岐阜支店 

               髙橋 励) 

 

 



 

 

- 7 - 

 

 

 

 

 
 

飛騨支部 株式会社 ゆず保険事務所 

 

 

＜代理店名＞ 

株式会社 ゆず保険事務所 

 

＜所在地＞ 

〒506-0055 

岐阜県高山市上岡本町 3-464 

Tel  0577-57-8130 

Fax 0577-57-8131 

 

＜代表者＞ 

笠城 広幸 

 

＜スタッフ＞ 

３名 

 

＜取扱保険会社＞ 

 損保 あいおいニッセイ同和損害保険   計１社 

生保 三井住友あいおい生命保険、 

日本生命保険相互会社       計２社 

 

＜略歴＞ 

平成２７年１０月１日開業 

 

＜経営方針＞ 

『お客様に頼りにされる代理店』 

  保険という事業を通じ、お客様から【信用】【信頼】を得、 

  地域貢献できる代理店を目指します。 
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中さんの保険諸国漫遊記（１７５） 

保険ジャーナリスト 中﨑 章夫 

デジタル化とコロナ禍で変わる代理店の３つの接点 

 

◇晩秋の兼六園を散策 

 １１月１２日、金沢でウエッブ会議方式併用のセミナーの講師の仕事があり、余裕をもって前日から

一泊で出かけた。これまで何度か尋ねており、直近は２０１９年２月１日の冬の早朝で、友人との最後

の旅となった。晩秋の兼六寺訪問は初めてで、紅葉もきれいで、

ちょうどヘルメットをかぶっての庭園業者さんたちによる松など

の雪吊りやつつじなどの低木の縄縛りや竹などによる冬囲いの作

業中に出くわしたのはラッキーだった。また見事なコケ庭の雑草

取りも行われており、広大な庭園の維持管理の大変さを身近に感

じることができた。また、本多町にある、素敵な思索空間を具現

化した鈴木大拙館も見学できた。金沢は味めぐりでも楽しめる。 

 

◇金沢Ｂ級グルメ堪能 

 滞在中、昼間は、金沢のＢ級グルメに堪能した。金沢といえば、黒っぽいルーに揚げたてロースかつ

が乗った金沢かつカレー、まずは到着した金沢駅のゴーゴーカレー金沢駅総本山で、翌日昼には近江町

市場の市場ビル地下の金沢カレー発祥店とされるチャンピオンカレーでいただく。それと金沢駅の野菜

ラーメンで有名な８番らーめん、こちらは餃子セットで、野菜らーめん（塩を選択）はまさにタンメン

そのものでした。そして近江町市場内の百万石うどんで期間限定の蟹玉あんかけうどん、これが当たり

でした。 

 

◇蟹料理三昧に舌鼓 

 夜は、１１日午後６時に、近江町市場の市場館２階の海鮮市場料理・市の蔵のカウンターで、ひとり、

地酒萬歳楽の熱燗を飲みながら、ホタルイカの沖漬け、ハタハタの南蛮漬け、蒸した香箱蟹（石川産ズ

ワイガニ雌）、蟹味噌甲羅焼、蟹の釜めし、蟹クリームコロッケ、蟹の味噌汁と、蟹尽くしの料理を楽

しんだ。蟹漁のシーズンインで活きた加能ガニ（石川産ズワイ蟹オス）の刺身や焼きなども食べてみた

かったが、１万２，０００円もするのであきらめた。食べた蟹料理の中では、蟹味噌甲羅焼と蟹の釜め

し、蟹クリームコロッケ、ズワイ蟹の足の入った味噌汁は絶品であった。 

 

◇デジタル化、コロナ禍で変わる代理店の接点 

 デジタル化、ウイズコロナという新局面で、非接触、遠隔、自動化をキーに、保険代理店の顧客、保

険会社、社会との接点づくり、コンタクトの在り方は大きく変わりつつある。この変化に代理店として

どのように事業転換を図るか、がまさに問われる局面を迎えている。こうした新た局面の変化に対応し

た代理店の柔軟な組織運営の在り方、トップと従業員の関係、接点づくりでも発想の転換が求められて

いる。 

 

◇顧客との接触はどう変わるか 

 まず顧客との接触だが、デジタル化に加えウイズコロナの下では、画一的な対応は厳禁で、顧客の多

様性と個性を尊重した柔軟な対応が求められる。 

 例えば、顧客とのコンタクト・接触の在り方でも、顧客の事情や要望はさまざまである。感染リスク

を考え非接触の郵送や電話、メールでの取引を求める人が増えつつあるのは確かだが、一方で、感染リ

スク対策を徹底したうえで、代理店の訪問や店頭での対面を求める人もいる。またオンラインでのビデ
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オ方式でのやり取りを望む人もいる。 

 要は、代理店として、自らの顧客の意向を的確に把握し、多様なコミュニケーション手段、選択肢を

用意し、周知を図ることが必要だ。顧客の要望も様々で、リアル対面でなければ納得しない人もいる一

方で、少数派だろうが、そもそも、リアル対面を心理的な圧が加わるとして嫌う層もいることも考慮し

てケース・バイ・ケースで柔軟に対応する必要がある。 

 

 こうした中で、オンラインの活用により、対面を嫌う層に新たな選択肢を用意するとともに、主とし

て既存顧客とのアフターフォローなど接触頻度の強化が図れるとともに、移動コスト圧縮が図れるなど

リモートコンサルというビジネスモデルが実現できることに注目したい。 

 また、その一方で、代理店がこれからも顧客として大切にしたいと思う訪問活動を望む層には、それ

がコストと時間、手間をかけた付加価値の高いサービス提供なのだと再認識してもらうことも可能にな

る、出前出張型のいわゆるデリバリーコンサルに転換できるという、新たなビジネスモデルが構築でき

ることになる。 

 

◇保険会社との接点、関係はどう変わるか 

 保険会社との関係、接点づくりでは、保険会社がデジタルトランスフォーメ―ション（ＤＸ）に舵を

切り、データやデジタル技術を活用し、顧客や社会のニーズを踏まえ、商品・サービス、ビジネスモデ

ルや組織風土の変革を進めていくことに邁進している。 

 こうした中で、保険市場の狭隘化から新たな事業領域

の創造、事後対応から事前・リスクケア・コントロール

を重視したビジネスモデルへの業態開発・転換を図ると

ともに、デジタル化を活かしたマルチチャネル化が進む

ことは確実だ。 

 代理店との関係も、代理店支援の在り方の転換、それ

ぞれの役割の明確化が進み、地域拠点は減り、その分、

リモートによる、情報伝達や打ち合わせが増えることは

間違いない。また、代理店の独自性が問われ、顧客基盤

のいかんや経営品質基準を重視した評価システムへの移

行は必至だろう。それも保険会社個々のレベルでなく業

界的な、客観的な評価基準が求められるところとなるの

ではないか。 

 このため、代理店の自立かつ独自性がクローズアップ

され、顧客創造力や顧客支援力が問われる時代となるこ

とは必至だ。保険会社の代理店支援社員も、御用聞き的

な単純な訪問活動はリモートないしＡＩに置き換えられてゆく、このため現場では経営支援力ある少数

精鋭のスーパーバイザ―的な人材が求められることになるが、果たしてこのような任務を遂行できる人

材養成が可能か課題だ。 

 

◇社会との接点はどう変わるか 

 そして、今後、代理店に問われるのが、社会との接点づくりだ。地域社会の中でどのような存在価値

が認められていくのか。 

 地域社会で生活、事業経営する顧客が代理店に求める価値は、保険販売業というより、顧客が抱える

悩み、トラブル、問題の解決のための支援業としての位置付けを明確にすることで、小規模地域コミュ

ニティでのよろず相談機能の提供者、いざという時に思い出すあのお顔から、さらに常時頼りになるあ

のお顔に、ステージを上げることも可能になる。それを可能にする異業種や専門家とのコラボによる付

加価値創造ネットワークによる付加価値創造、ブランド力強化こそ、これからの総合生活支援業、経営

支援業としての活路開拓となるのだろう。 

 国連の社会的な課題解決のガイドラインＳＤＧ’ｓが求められる時代である。社会的課題解決にどの
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ように取り組んでゆくか。まさに、地域社会において防災・減災の専門家としての自己確立が求められ

るとともに、地域社会の支援業として、様々な異業種企業・専門家集団と連携し、顧客支援の付加価値

サービス強化を図っていくことが求められる。このため社会的な接点づくりはこれまで以上に重要なテ

ーマになってくるのは必至だ。 

 

◇代理店の組織、従業員との関係はどう変わるか 

 このように考えると保険代理店もこうした新たな局面に、適切かつ柔軟に対応しスピーディーに動け

る組織体制の整備が求められる。代理店経営者にとってみると従業員との間でどのような職場環境を創

造していくか、働き方を工夫していくかという問題でもある。そのためには時代環境の変化に対する共

通の認識の醸成や近未来のビジョンづくり、社会的課題解決につなげた共有価値の創造、それぞれの従

業員がやりがいを感じる職場環境づくりなどに配慮する必要がある。 

 そのためにもそれぞれの従業員が望んでいること、多様かつ個性的なニーズに耳を傾け、それをうま

く働き方改革へつなげていくことも必要だろう。組織の在り方も閉鎖的・上意下達の縦割りのピラミッ

ド型から開放的・水平分業型のチームでのネットワーク型モデルへの転換が求められている。 

 またコロナ禍で、オフィスワークの在り方の点検やテレワーク、リモートワークの導入、在宅勤務の

環境整備なども必要で、その際、デジタル化の環境整備、サイバーリスク対応策などを堅実に進めてい

く必要もあるだろう。 

 

◇３つの接点変化を踏まえた新業態開発へ 

 冬に向け、第３波のコロナ感染リスクへの対応がまさに問われる局面となってくるが、このようなパ

ンデミック（感染症の全国的・世界的大流行）対応はもちろん、防災・減災をはじめ、新たな地域社会

の活性化、顧客の抱える悩み、関心事に対する的確な助言や支援対応の仕組みづくりの専門家・異業種

ネットワークをどのように構築していくか、構想力と実行力が求められている。保険という枠でのみモ

ノを見るのではなく、社会枠、顧客枠という視点でチャレンジしていく時代に間違いなく突入した。 

 

 保険代理店は、顧客、保険会社、地域社会という３つの接点での新局面に対応し、それぞれ自らが有

する得意先・顧客層、市場などの特性に応じた独特のビジネスモデルの構築が求められるところとなっ

ている。いうなれば新たな業態開発ないし事業転換が問われているともいえる。国も今や、中小企業政

策を、事業の継続という発想から、時代のニーズに即応した事業転換を促す方向へ力点を置き変えつつ

ある。 

まさに、規模の大小を問わずデジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）が求められるところとなっ

ており、保険代理店もその例外ではない。デジタル化基盤やネットワーク環境、セキュリティー対策な

どの態勢整備は焦眉の急になっている。それを踏まえ、デジタル化に即応した相談サービスなど新たな

選択肢を整備していく一方で、リアルサービス希望層をもきちんとフォローしていける柔軟性が求めら

れる。 

 デジタル社会への移行期、まさにアナログとデジタルが混在する過渡期の様相を呈してきている。ま

さに和風デジタル化の真っただ中にある。それゆえ顧客個々の多種多様な要望を踏まえたきめ細かな対

応が必要だ。新たな顧客・マーケットの創造からも、他業との協業方式の導入などによる顧客支援業と

しての代理店の力量発揮の仕組み作り、オンライン面談を活用したリモートコンサルという新たなビジ

ネスモデルの創出、さらにはリアル対面を生かした、出前出張型のデリバリーコンサル業務サービス提

供の仕組み作りなど付加価値の発揮できる多様かつ独自のモデル構築が問われている。 

 

（保険ジャーナリスト、inswatch 編集人） 
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『街道シリーズ』（美濃路その 11） 

                                        松尾 一 

 

         佐渡の渡し場から東結一里塚跡へ 

 

 美濃路は、佐渡村（大垣市和合新町）から、かつては「伊尾川」とも「佐渡川」ともいっていた揖斐川を

佐渡の渡しで西結（安八郡安八町）に渡ります。当時の堤から堤までの川幅は約143間（260メートル）あり

ました。明治26（1893）年の２万分１地形図を見ると、渡し場は佐渡の常夜灯から500メートルほど上流に

あることが分かります。 

 通常の川が流れている幅は50間ほどで、二艘の渡船舟と二艘の

鵜飼舟が常備されていました。 

 また、将軍の通行や朝鮮通信使が通る時は、大垣藩や幕府の笠

松郡代によって舟を横に何艘も繋いだ船橋が架けられていまし

た。 

 揖斐川を渡った美濃路は西結にある結神社に着きます。照手姫

が、この結神社に小栗判官との再会を七日間にわたって祈願した

ところ、無事、判官と再会し、大切に持っていた一寸八分の本尊 

を奉納したと伝わっています。以来、結神社はそんな伝説もあり      

       （結神社）           縁結びの神様として知られるようになりました。 

 『十六夜日記』弘安２（1279）年10月19日、笠縫（大垣市）を出発した阿仏尼は、前日から続く雨の中、

水田の中のようなぬかるんだ道を歩いていましたが、夜明け頃、その雨も止みました。昼頃に目立った社を

見つけ地元の人に尋ねます。それが結神社で「守れただ契り結ぶの神ならばとけぬ恨みに我まよはさで」と

詠んでいます。 

 結神社は織田信長が、長篠の戦いのおり戦勝祈願したという

神社ですが、明治36年の揖斐川改修で、旧河川敷となり、現在

地に移転、遷座しました。 

 美濃路は、結神社から南下して、ここも照手姫、小栗判官伝

説がある町屋観音堂から東へ、安八郡安八町と瑞穂市との境に

ある堤防を進みます。ここは平安時代には、あったという堤防

で鎌倉街道とほぼ同じルートで松並木が見られました。 

 実は、この堤防、墨俣（結）輪中の北側の堤防なのです。東

側は長良川沿いの墨俣（大垣市墨俣町）、下宿（大垣市墨俣町）、

南側は杁の戸（安八町北今ケ渕）、そして西側は揖斐川             

沿いの西結というように、この地域を囲っている輪中堤の一部      （美濃路は輪中堤を通る） 

だったのです。 

 そのうち東側の堤は古くからあつたようで、南側は徳川幕府によって築かれ、西側は「尉堤（じょうどの

つつみ）」といわれるように黒野藩主加藤左衛門尉貞𣳾が築いたものです。ちなみに、「尉堤」は、岐阜市の

岐阜北高校北側あたりにもあります。それはともかく、美濃路は水害で苦しめられた地域を通っていたので

す。まもなく、美濃路は、そんな輪中堤にある東結一里塚跡に着きます。 

 
                                          （まつお・いち）ライフワークは民俗、地域史(近世交通史) 

                          著書は『岐阜地理・地名・地図の謎』(監修・実業之日本社)、『みのひだ雑学』(岐阜新聞社)など多数 
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4月上旬　オリックスレンタカー美濃太田駅前店オープン！！！
ネットワーク拡大で、より良いレンタカーサービスをご提案いたします。是非ご利用ください！！

　●国産全メーカー・輸入車・特殊車両(冷凍車・福祉車・各種トラック)の豊富な車種の取扱いがあります。

　　店頭在庫がなくても、グループ内の豊富な車両の中からご要望に添えるお車をお探しします！

　●突然の事故…　代車を一刻も早くお客様の元へ手配しなければ…
　　そんな時はお任せ下さい！配車スタッフの多い当社なら迅速にご手配させて頂きます！　

　　もちろん土・日・祝日のご対応もお任せ下さい！

ＴＥＬ

　●工場様へのお届けはもちろんのこと、お客様ご自宅や事故現場へのお届けにも対応させて頂きます！

JR高山線　美濃太田駅より徒歩1分
営業時間　９：００～１９：００
ＴＥＬ　０５７４－６６－１５４３ 　●車種と料金が見合わないと思う場合でもご相談下さい。豊富なラインナップよりご提案いたします。

　●代車特約など料金上限がある場合でもお気軽にお問い合わせ下さい。ご相談いたします。

　●岐阜県・愛知県はもとより、全国のネットワークからご手配致します。

愛

知

県

金山駅前店 ＴＥＬ 058-268-6543 岐阜市安良田町5-9

ＴＥＬ 0584-93-0543 大垣市長松町小柳1215-2春日井店 刈谷店 大垣店
岐

阜

県

岐阜店小牧豊山店

一宮店 岡崎店 多治見店 0572-21-0543 多治見市若松町1-9-1

津島店 名古屋呼続駅南店　 美濃太田駅前店 ＴＥＬ 0574-66-1543 美濃加茂市太田町1741-2

名古屋駅太閤通口店　 まずは岐阜県の最寄店舗へご連絡ください！
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SHINWAグループ 

いつも大変お世話になりましてありがとうございます。 

現在、新型コロナウイルスの感染再拡大傾向で第３波の到来かと言われております。皆様も引き 
続きウイルス対策を万全に行って頂き、くれぐれも健康にご留意下さい。 

さて、１１月も下旬となり１２月に向けて慌ただしさが増し、事故修理が増加傾向の時期になって 

まいりました。事故車修理はもとより、この時期のタッドレスタイヤやバッテリー交換等の冬支度・ 
車検や定期点検・車販売等も、最寄りの SHINWAグループ各社に是非ご用命・ご相談下さい。 

 

 

 

 

 

ご依頼は、用途や地域

に合わせて各工場に

直接ご連絡ください。 

 

 

オートボデーショップ篠田 大垣市上面 4-60 0584-74-7892 

平野鈑金工業 岐阜市中鶉 1-120 058-271-0773 

オートサービスイトウ 瑞穂市生津天王町 1-98 058-327-7167 

和田鈑金工業 岐阜市敷島町 8-105 058-251-7065 

AUTO PIT 羽島鈑金 羽島市竹鼻町狐穴 1413-1 058-392-1521 

オートリペアカワシマ 岐阜市打越 548 058-232-4185 

三田自動車工業 大垣市十六町 618-1 0584-91-7381 

成田鈑金工業所 多治見市小泉町 1-164 0572-22-5456 

リフレッシュセンター渡辺 瑞浪市小田町 1864-2 0572-68-0980 

カトー自動車工業 可児市瀬田 1085-1 0574-62-3207 

米野自動車工業 下呂市東上田 479-1 0576-25-2549 

エコなおしのライト 高山市石浦町 9-408 0577-62-9345 

（平成３０年６月末時点） 
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【組織委員会】 

〇新入会員 報告 

岐阜支部   

 東ブロック： Ｋ・Ｉオフィス      代 申 三井住友海上火災保険（株） 

                    店 主 木造 幸夫 様 

                             〒501-6026 各務原市川島松原町 560-190 

                       TEL 058-689-5705 FAX 058-689-5705 

                            （２０２０年 ９月 ５日入会） 

                                            ご紹介が遅くなり大変申し訳ございません。 

 

  東濃支部 ： ＳＨＩＰ       代 申 あいおいニッセイ同和損害保険（株） 

                    店 主 小木曽 祐也 様 

                             〒509-5202 土岐市下石町 872-3 

                       TEL 0572-56-7500 FAX 0572-56-7170 

                            （２０２０年１１月１９日入会） 

                           ご紹介者 （株）アシスト アイ 様         

（委員長 野村 順一） 

 

 

 

 

編集後記 

あちこちで赤や黄色に染まった紅葉が見受けられるようになりましたね。 

娘の学校行事もいろいろ無くなり、県内での日帰り修学旅行も無事終わり、少しは思い出作りができた 

ようです。  

いよいよ今年も終わりに近づいてきましたが、大晦日の年越しの予定は決まりましたか？ 

goto を使って計画を立てたいところですが、このコロナ禍で思うように予定が立てられないですね。 

まだまだ終息の兆しがみえないですが、コロナに慣れないで 3密や 5つの小などに気をつけてながら 

生活していきたいですね。                                                  

                                                                              （後藤 哲裕） 
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